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昭和 ]7年
11月 16日 駒ケ獄爆愛調査報告

森町麹誤1] 所
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昭和 4年 6月 17日の大爆殻以来比較的平穏であった駒ケ獄は昭和 17年 11月 16日 8時

21分突如爆後した噴煙の多量のものはあったがp噴出物の大なるものは山頂附近にとどまれ降

友砂量も少なしその分布範圏も比較的狭かった.農作物牧獲後の出来事ーで、あったので..農作物の

被害はたく，落葉林の植樹の被害程度ですんだのは何よりの幸であった.

2. 位置お~ぴ形獄

駒ケ獄は北緯 42度 04分，東経140度 42分，北海道の南西端に近く渡島園茅部郡のほぼ中央

にある鍾欣火山(寝真 1参照)で，高さ 1，140米その裾野は標式的に後遺し，茅部郡宿野建・尾白

内・掛間・砂原・鹿昔~の各村;tõよぴ亀田郡七飯村の二郡六ケ村に跨がり，その周閣が約 44 粁，遁

稽渡島富士とよばれ，砂原岳，または内浦岳ともいはれてゐる.

頂上には東にひらいた一大楕固形火口があれその周園には北に砂原岳・-南に馬の背・西に狭義

の駒ヶ獄すなはち海抜 1，140米の主峯剣ケ峯がある.砂原岳と剣ケ峯との中聞はその外側にも馬蹄

形爆裂火口があるため，内外南側が倒られて鞍部をたしF 馬の背の東端は隆起して隅田盛を形成し

てゐる〔第2園参照).

，山韓は安山岩質の火山友砂磯等の火山岩屑と熔岩流とからできてゐて，浮石賀岩屑が多い.

山麓裾野は多くは海抜 300米以下に殻達し， 3--4度の傾斜のゆるい火山砂疎地で濯木林がよく

繁茂し.近年農耕地として著しく開拓せられy カラマツ・アカジヤ等の植林が盛んに行はれるやう

に在った.

中腹600米附近は白揚・白樺の森林帯でF 東側なよぴ南側は勾配が 10-15度の疎林地，西側お

よび北側は勾配が約 30度のかなりの密林地である.

， 6)0米以上~山頂附近は火山砂礁に長ほぼれて所々に熔岩が露出し，西側は約 45度.北側は

50度の急傾斜地で、登挙が極めて困難で、ある.

山頂附近には寒地性植物の群落がある;火山曜の外斜面には敷僚の放射谷がある. との放射谷は

中腹では深く山麓にゆくにつれて、浅くなり， 2......，3のものが海岸に遣するほかは海抜200米附近の裾

野できえてゐる ， 
‘' 

， 

3. 昭和 11年 11月 16日の火山活動

(i) 噴煙と降友模様 (潟真 2-8参照)1]月 16日朝，本所員新柵技手が無線を受信中 8時

fJ4一一
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20分ごろから約 30秒「ジーJといふセントエノレモの火が後現するとき饗する放電昔(電池充電

中に稜する菅と似てゐる〉が混信するのでセントエルモの火の稜現と思ひ，鍛塔上に赴かうと外へ

出ると駒ケ獄頂上に噴煙が直上しはじめてゐた.

嘗所からの観測によると， 8時 21分爆後と同時に藍黒色の噴煙が直上し層積雲とその上居K

浮ぷ高積雲を抜いて目測約 8，000'米の高さまで上昇した.昇騰後噴煙は鹿部・大沼方面に友て~き 8

時 50会ごろから高度 500---1，000米にな'D，そのまま日淡とたって噴煙朕況は不明とたった一

翌 17-日は活動勢力が著しく衰へ，硫黄臭のある鼠白色噴煙が北麓砂原方面から噴火務上にうす

くた友びき怒日との欣態が績いた. 一

(ii) 降友石今同の爆後には降友石は火口の東側に多く，その最遠到達距離爆後地貼から約 45

策 1闇降友分布閏
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粁の遠方に台よんだ

降石は鹿音s村で最大約 6糠y その他の地域

では小豆大が，それより幾分大きいくらゐで

あった(第員 9---11参照う

降友は東麓~南東麓にわたり，鹿部.Ei尻・

尾札部方面に達した(第 1闘参照). とのう

ち駒ヶ獄の東南東方 11粁 4の地貼にある鹿

部村市街地では降友量は約2糎に蓮した. と

れらの噴出物は複輝石安山岩ずあった.

19 I日 8時 40会ごろ鹿部附近は降友のた

め日光がさべぎられて暗黒と友り，火山雷が.

後生し， 20分間ぐちゐ貼燈し怠ければ友ら

友いほなであった.

(iii) 山頂の嬰化 (潟真 12，13参照)

活動前の山頂 〔第 2 園参照)爆後前には砂原岳の内壁下部から駒の背・剣ケ峯内壁下音f~jなよび

馬の背に遁ずる径約1米の同心国欣割目とそのほど中心部に安政火口，その東方に昭和 4年噴火時

に生じたT字形火口・瓢箪火口とがあり，隅田盛には放射朕割民、安政火口附近には敷僚の割目が

e あった. とれらのうちT字形火日・瓢箪火口は噴煙がたく，安政北口は白煙を噴出し，瓢箪形火口

は岩屑が堆積してその火口が摺鉢形に餐形した.

、噴気孔は剣ケ峯の北端と隅田盛とを結ぶ線の南側に最も多く，駒の背・砂原岳附近・安政火口附

近等にあった.爆稜 4 目前tては，安政火口附近の噴気孔の温度は最高 98
0

C，同附近の地面温度は

山頂面で 170C...... 22
0

0であった.
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信 2園爆 装前の山頂 策 3圃爆登後の山頂

活動後の山頂(第 3園参照)今同の爆後により山頂の噴煙地貌は非常に愛化した.隅田盛と剣

ケ峯とを結ぶ線の南側特に後者の内壁にあった噴気孔は沿ほむね消滅し，安政火口附近は小噴気孔

が消失あるひは新生して貼在し，砂原岳・駒の背附近の噴気子しから安政火口を経て隅田盛の麓に遣

する大爆裂線が新しくできた.との大爆裂線は砂原岳の内壁下方北西部駒の背附近からはじまって

南東に走り，のち南々東に縛じて安政火日に達し，同火口から東南東に向ひ9 のち南~南々東に縛

じて隅田盛に達する全長約 2，000米，幅 20--30米のもので，全線にわたって白煙を噴出し活気を

呈，してゐた.線中いたる所に爆裂口を生じ，安政火口の北側に近接するものと安政火口から東南東

に走り，南に轄ずる個所に生じたものとは比較的大きい.

爆禁嘗時は全線一斉に噴煙してゐた、ので，遠く山鰻を望めば，山頂一種の爆稜と疑はれるほどで

あった.

駒の背附近台よびそれかち南東約二 70米の個所にある爆裂口は爆裂線中の他の噴煙噴気と呉友

り，噴気中に入れぼ甚だしく呼吸困難と友るほどであり y 他の噴気は白色で刺戟性のたい硫黄臭が

あった.

駒の背の中聞から北西側は今向の活動前の割目が:f6-1ほむね治滅して多少の凹凸が残って奮態を認

のる程度になり，南東側は割目が増幅して最大約 15米になれその割目内が隆起した.隅田盛附

近は降友石が少く左く i割目は大した愛化がない.

駒の背から安政火口伐のゆるやか危起伏，剣ケ峯から南東に向ふ山頂の起伏J安政火口附近の害j

目は消失し.'山頂は割合千垣となった.

安政火口と駒の背との中聞に，北西から南東に走る長さ約 15米の浅い裂線治よび駒の背に千行

して北のち北東に走り爆裂線と砂原岳内壁下方中部にまじはる幅 20米深さ約 5米の小亀裂が生

じ数ケ所から白煙を噴出してゐた.隅田盛の麓には爆裂線と千行して線の東側を走る亀裂台よぴ
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隅田盛三安政火口よりの所に北東に走り爆裂線と合する裂線が新生した.海鼠山の北東側I'C走るニ

裂線が新生し白煙を噴出してゐた.

安政火口附近の噴気孔の温度ゐよび同附近の地面温度は今岡の爆後後の 12月 4日の測定値vは同

爆稜4目前の測定値と大差が左かった.

(iv) 爆授時の気象今同の爆後は天気が主く気盤上昇の時に告とったが，小爆後は気座下降不ー

遠鏡線通過降雨中に訟とった.

(v) 爆授時の地震今岡の爆を受嘗日記録された地震動は 16日7時 47分 29.1秒， 8時四分

30.2秒及び 8時 24分 _30.8秒の 3同の地震である. 7時 47分及び 8時 24分の地震は極めて

復弱友ものであるが 8時四分 30.2秒のものは規模が大きく，最大動振幅は南北成分 -139j-L，

東西成分 +165μ であった(第 4園参照).倫火山性徴動は大した後生をみなかった.

書写 4園 L6日 8時 19分の地震記象

I1t=+l分 12.1'秒 VN=105.To=[).1秒 1'.=6

4. 昭和 17年 11月 18日の火山活動

10時 51分突然「ドーンJ:といふ砲撃様音が天頂にきとえた.降雨中で駒ヶ岳附近はみえ左かっ

たため，雷撃音と思ひ戸外によEてみると暗黒の雲圏があらはれ，漸失上空一面に模大してきた.

事 5国 昭和 17年 11月 16日駒ヶ議爆愛降友分布園

-67 -

¥ 
e 

10時 55分から異様の色彩が次第

に暗くなりはじめ， 11時ごろから

ますます暗。くたり，同 12分から約

5. 火山活動観察談

今回の爆授についてききえた観察

談をさえに述べる.

鹿部村役場一村長南部湧藤氏談

，. 

ど



330 験 震 時 報

11丹 16日 8時 20分ごろ駒ヶ獄は一大鳴動£ととに噴煙天に沖しp 閃光あり，降友砂と直径 6

粧ぐらゐの噴石が雨霞のやうに落下し，降友と同時に一瞬にしで暗黒とたり，村氏は度肝を抜かれ

た.闇黒は 20分間ほどでう次第にうすらいだ.一時はεう在るかと生きた心地もたかった明るく

たってから互に見あった一同の頭髪・顔・衣服は友のF中から出たやうに友白色であった.ほっとし

た心地が仰ぐ薄明の中から「パラパラ」と熱い友が降りかかり y 家並を縫って早い流れのやうに噴

煙が走ってゐた.まるで悪夢をみてゐるやうであった.しかし村民は日ごろの防昼訓練の鰻験¢ま

って臆念措置をとったので 火災も訟とらず，逃難も落ちついて訟となはれた'人畜に被害は在い

が落葉林の植樹が若干被害を蒙った

鹿部園民事校長 木村粂治氏談 11月 16日 8時 21分，西方の駒ヶ獄が突如爆を乏して黒煙が

天に沖し，その後約 20会ぐらゐ過ぎると一大音響とともに俄然山容が一時に饗化して渦巻く黒煙

は矢よりもはギく鹿部村上空におほひきたれ一瞬間黒の世界と化した児童を避難せしむるため，

屋外運動場に整列中，雷電・閃光があり，降友砂のち大立粒ぐらゐの岩屑が混合して降る.その下

降する献はさ友がら爆布に似たり-といひ得るほtどで勿論眼や口をあけるととが困難であった.児童

の大部分を引率して尾札部方面へ避難する際，児童が「先生，先生」と叫び雨袖にとりすがる顔が

誰やら識別できたかったととから闇黒のほどが想像できょうと思ふ.

大沼監視所村上貞寅氏談大沼防空監視所で，函館本部通報の 8時 21分の時刻を電話で懸ー'

取F 時計の補正にか Lらうとする瞬間，一大砲撃音のやう友「ド土門 ド{ン」といふ異常昔をき

いだのでz直ちに時計をみると 8時 21分 30秒であったi早速監視所の窓から望見すると，駒ケ‘、

獄の頂上から噴煙が「モク，モク」と昇騰してをわ同時に黒煙が山麓に折波の押寄せるやうに，

また積乱雲の廻轄するやうにみえ，一時は熔岩流かと思ρた.まも友くその流下噴煙は山麓から森

林を倒すかと思はれるやうた急:勢で山麓一帯を長ほひ，‘そのまま上昇に・愛ったが名放し!がたい陰

惨な欣況であった.

鹿部電車畿道大沼騨長談 11〆月 16日 8時 20会ごろ硝、子戸が「ガタ，ガグ」と振動するので

早速外に出てみると，駒ケ1ヤコ噴煙が山の高さの 2--3倍の高さまで昇騰しF 山麓は友白色の噴煙・

に台ほはれ，あたかも山麓に新噴火口ができた感があった.爆後・噴煙上昇と同時に砲撃様昔の具

常音響が 2N3同轟いた.噴煙の最大上昇は爆殻後5分ぐらゐまでであった.爆後後最初にピノレマ

豆大の岩屑とセメントの固まりゃうのものが 7分ぐちゐ降下 10分間ほどでやんだ. 20分後には

以上の現象は消滅した.大沼~鹿部間の電銭は大沼8時 15介護の電車が大沼騨を後草間もなく爆

- 68-
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稜に遭遇，途中から引返し，その後鹿部方面と連絡の主一時間後に復奮した.

砂原村役場村長井上悟氏談駒ヶ岳、爆稜の際，物を砕くゃうた音響主同時に窓ガラスが振動す

るので，友ん.の気危しに外(駒ヶ岳〉をみると噴煙が真直に騰ってゐる.蛍日平常と具在る黒占は，

朝のラジオ鰭操の時聞にラジオの感度が非常に悪かった:.噴火と同時に埋ま煙が渦を巻き，園山 (538

米)の蔭を流下するのがみられ，その噴煙の線に沿うて上から下へ電光がみえた.翌 17日，積友

が風に吹かれて上空に浮び， ~さは薄明とたり，駒ヶ岳(距離 5.5 粁)がみえなくたった.終日噴煙

の硫黄臭があった.
~ 

γ 6.‘結言

駒ヶ岳は活動ごとに裂際、を生じて爆設住噴出をする癖があり，活動はヴオルカノ式の爆後性噴火

である.今同の活動は爆穫の強度，噴出量治よび活動期間等を考慮すると前同(昭和 4年 6月 17，

日)の活動に比べて著'しく小規模である. しかし爆製火口の稜生の地域的範園が極めて虞ぐ爆裂口

や爆護口が西方に移ってゐるが西へ移動するととは皐術的に破壊時代に入ったととを詮明するもの

で注意を要する.

¥ 
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昭 和 17年

7月-8月
本嬰島南獄火，-" i舌動近況報告 附園

1. E側火口線からみた 新 火 口 西側 岩壁 上部

2. N 部孔 3.火口 底 4. 新活動部

t 

5. 新活動部の 遠望 6. 新火口の南側



昭和 17年

11月 16日
駒ケ獄爆殺報告 附園

1. 森町鶴測所から見た駒ケ薮

2. 森町観測所から見た爆震直後 3， 森町観測所から見た駒ケ獄の喰煙

の駒ヶ裁の噴煙 (昭和 17年 11月 16日 8時 34分〉

く昭和'17年‘11月 16'日 8時 27分〉



4. 鹿部村から見た駒ケ獄の噴煙

く昭和 17年 11月 16日 爆護約 5分後〉

5. 大沼から見た駒ケ識の噴煙

く日首和 17年 11月 16日 爆瑳約 5分後〉



6. 大沼湖畔から見た駒ケ獄の噴煙

(昭和 17年 11月 16日 10時 20分〉

7. 駒ケ獄騨で車窓から見た駒ケ獄

く昭和 17年 11月 16日 11時)

8. 森町観測所から見た駒ケ獄の噴煙

ぐ昭和 11年 11月 16日 15時〉

9. 駒ケ獄山頂附近の降石(輝石安山岩〉

後方駒ケ獄の煙が見える

〈昭和 17 年 12 月 4 日 1~ 時〉

10. 

鹿部村の降石

11. 鹿部電鍍大沼騨の除友作業
く昭和 17年 11月 17日〉



昭和 16年 7月 12. 愈IJケ 峯 北端 から 見た大爆 護 前の駒ケ獄山頂

向 って左は 砂 原獄， 中 央は安 政火口， 右 は 附出 盛

昭和 17年 12月 4 Fl 

13. 愈1]ヶ 峯 内 壁 下方から見た爆護後の駒ケ 獄 山 頂

向 っ て 左は 砂 原獄，右端丘陵 は 隅田 盛


